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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・7/18（土）14：00～16：30こころすこやか会館にてこころすこやか財団啓発講演会を開催予定。
・7/8（水）～ 7/9（木）職員旅行3班実施予定。

・8月プログラムのテキストを7/13（月）までに作成し、提出すること。

＜利用者様情報＞
・青木　紀子様　～表情冴えず、胸の辺りがモヤモヤしてイライラするとの事。生活状況を確認すると、食欲はやや落ちているが、睡眠は普段通り摂れていると話している。6月から減薬となり、それが原因ではないか「先生が急には調子は悪くならないが、徐々に調子が悪くなる事もあると話していた。」と言う。午後より静養室で休んだ後は「スッキリした。」と話している。具合が悪い際は、いつでも相談するように伝え、来週の水曜日まで様子を見て診察で必ず話すように促している。

・繁名　和恵様　～朝本人より電話があり、「耳鳴りと幻聴があるので、もう少し休んでから行きます。」と話している。いつもより遅れて来所し、声掛けに「だいぶ良くなりました。」と話し、リスパダール液服用したとの事。その後は、食事の準備を行ったり、表情良くプログラムへ参加出来ている。

・淡路　智恵子様～グループホーム世話人より情報提供あり。一人暮らしの件について身元引受人である兄嫁様に連絡したところ、1人暮らしは無理だと思っており、それでも一人暮らしをするというのであれば今後は身元引受人をやらないと話していたとの事。7/4（土）に兄嫁宅に手、本人、妹様と話し合う予定。
・倉石　ヨシエ様～便秘の為、6/27（土）の外来受診時、浣腸している。その後、少量ずつだが排便あると話している。今後も身体状態や排便状況を確認していく。
・佐藤　ミツ子様～本日も静養の為、デイナイトケアを欠席となる。身体状態の経過について青風荘より情報提供あり、昨晩18：00体温36.8℃、20：30体温36.4℃、今朝8：00体温36.0℃で、発熱なく経過しているとのこと。夕食は全量摂取され、腰痛については｢右側が少し痛いけど良くなってきた。｣と話されている。感冒症状の訴えは無く、食後はすぐに自室へ戻られ安静臥床されているとのこと。

・大久保　康弘様～昨日の外来受診時､朝起きても眠気が残っていると訴え､処方変更となっている。来所時に状態を確認すると、睡眠時間は6時間（23:00～5:00）で、起床後の眠気は感じなかったと話される。幻聴は治まっており､妄想も減薬後は出現していないとのこと。引き続き、睡眠・身体不調の有無の確認や本人の訴えを傾聴し、精神的安定が図れるよう関わっていく。
＜外来情報＞

・特になし。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（村上　元道様）

実施日：H27年7月2日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長、川井、馬場

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	村上　元道様
	性別
	男
	年齢
	44
	生年月日
	S45.7.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の習得、身体機能の維持・向上

対人関係の改善、作業能力・持続性の向上、病識を身に付ける

社会資源の利用

	本人希望
	現在の生活と仕事の継続。

	入院歴
	計3回（最終：H12年～H17年8月　青南病院）

	通所歴
	　2回目

· 前回：H17年8月～20年12月デイケア利用

· 今回：H20年12月3日～現在　　（週4回/月～木曜日）

	その他サービス利用
	うみねこ幸房

	住居：グループホーム「あおめ」
	家族構成　母、弟

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	他　自立支援、生活保護

	備考：事例検討に必要な情報を記載

高校卒業後は電気関係の仕事に就くが、長続きせず退社。その後も仕事は転々としている。平成5年引きこもり・幻聴・不眠出現。包丁を持って暴れ、警察保護で青南病院入院。退院後も仕事などの関係で断薬しますます病状悪化。病院受診し通院加療再開する。平成12年8月に生活訓練施設「青山荘」入所となる。入所後は安定した生活リズムが身に付き、病状も安定しているため平成20年8月31日同施設退所、9月1日グループホーム「あおめ」入所となる。グループホームでの生活にも慣れ、本人より就労に向けた訓練の希望があり平成20年11月12日よりうみねこ幸房利用開始。幸房での作業にも慣れたため、本人の希望により平成20年12月3日よりナイトケア利用となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自立した生活（仕事・単身生活・仕事による金銭の受給）
	①うみねこ幸房にて安定した作業を行うことが出来る
	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。
	①疲労感や頭痛に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や幸房で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。
	・疲労感の訴えは変わらず。頭痛の訴えが目だっている。状況を確認すると、笑いながら「頭が痛い」と話しているが、特に問題は無いとのこと。疲労感や頭痛の訴えが聞かれた時でも通常通りにナイトケアで過ごすことができており、訴えが過度になることはない。疲労への対処としてゆっくり休むように伝えているが、変わらず夜更かしをして睡眠不足になる日がある様子。

・仕事については、疲れると話しており、時折遅刻や欠勤してしまう事があると話している。理由は寝坊や体調不良とのこと。（達成度60%）
	疲労や睡眠不足があることから、今後も体調管理に対するアドバイスが必要となる為、目標を継続する。

	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	・弟様の携帯電話料金の支払いについて、本人から相談は無く問題は無い様子。生活については、「金が無い」と笑いながら話しているが、詳細を確認すると問題は無い様子。

・何か疑問に感じたことや、確認したいことについては、自分から相談や確認する事が出来ている。又、確認した内容についてはスタッフへ報告されており、正しく理解する事が出来ている様子。

・6/23デイケア利用者の発言に対し、ナイトケア時間中に帰宅している。スタッフがグループホームで話を聞くと「デイの利用者が何で居て、口出しするんだ」「前々からあの人は嫌いだった」と話す。その後は問題なく通常通り通所できている。

（達成度70%）
	弟様の携帯電話料金の支払い等、生活面での対処が必要な場面が変わらずある。また、その時の感情で行動してしまう様子がある。今後も計画を継続し、疑問や不満に思った事を相談するよう促し、本人の捉え方に誤差が生じていないか確認していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自立した生活（仕事・単身生活・仕事による金銭の受給）
	①うみねこ幸房にて安定した作業を行うことが出来る
	①体調を整えながら、継続して作業を行えるようになる。
	①疲労感や頭痛に対処しながら仕事、生活を行っていく。自分で対処出来ていない場合には、アドバイスをし適切な対処を促す。

	
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、全般に極端さが目立つ為、自分で加減出来るようになる
	②活動と休息、言動の強弱、事象の捉え方など、本人の捉え方と現実の照合ができるようになる。
	②日常生活や幸房で感じたことや不安について相談出来るようになる。自分が疑問に思ったことや聞き返したい事を言葉で表現する。話を出来る場を提供すると共に、話し合った内容についてズレが生じないよう分かりやすい言葉、表現で話し合っていく。


